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省エネルギと小形化を図った

じかだき吸収式冷温水機+
Fuel-SaVing and Spase-SaVing Direct Fired Absorption Chi‖er/Heater

大幅な省エネルギ(効率向上宴20%,冬10%)と据付スペースの節i成(40%小形化)

を両+たさせた新形吸収式冷i温水ユニット(HAU-F形Eシリーズ)を製品化した｡最近,

冷暖房が1台でできることなどが評価され,r吸収式冷温水ユニットが採用される場

合が著しく増加しているが,年間使用となるため,エネルギ節減の要望が強く,ま

たビル設備機器のなかでは特に大形の機器であるため,′ト形化についての要請も強

い｡これらの要望にこたえて,実際の運転条件でのエネルギ節減の効果を調べ,実

情に即した省エネルギと′ト形化の目標を設定し,‾製品化を図ったものである｡

また,立上r=時間の朱豆縮,広い運転条件に追随できることなど,かねてから要望

されていたことを取り入れ,運転性の面でも,従来に比べ格段に進歩したものとな

っている｡

これらの成果は,l吸収式冷i見水ユニットの発展に画期的な一歩を印すものであり,

本稿は製品構想の検討から,完成した新形シリーズの紹介まで全般にわたってその

概要を述べる｡

u 緒 言

F吸収式冷温水ユニットは都市ガス,灯油を燃料とし,冷房

期には[吸収冷凍サイクルを動作させて冷水を取り出し,また

暖房期には温水を取り出すもので,中･大形ビルの空調熱手原

などに用いられている()

数年前に製品化されて以来,空調用熱源として重油などの

使用を規制して都市ガスなどの無公害エネルギの採用を進

めている社会情勢に適合し,また,従来は別個に設置されて

いた冷熱源とi且熱源を--一一つのパッケージにまとめた利点が認

められ,著しい伸長をみせており,人形冷i束機の分野のほぼ

半数を占めるに至っている｡

本機種はもともと,【吸収式冷?束機と,ビル暖房用として一般

に用いられているボイラとほぼ同じ大きさの熱源設備(高≠且再

生器)とを並置した構成であるため,ビル空調用機器のなかで

は著しく大形の機器である｡

また,これに伴って熱容量も大きくなり,負荷変動に対す

る応答速度が低いなどの面を持っているので,本機種の一般

化とともに,小形化の要望が特に強くなっている｡また,年

間を通じて運転されることや,比較的高級な燃料を使用して

いるため,エネルギの節減も強く要請されている｡日立製作

所は,これらの要求を満たす,省エネルギ(宴20%冬10% 効

率向上),据付スペースの節減(小形軽量化40%)及び運転性改

善を図った新方式の吸収式冷温水ユニットを完成し,新シリー

ズとして発売した｡

空調用熱源は省エネルギが社会的に強く要請されている部

門であるが,運転時間との関係で機器の大形化(価格上昇)を

伴うエネルギ節減は有利でないことが多い｡本稿では,空調

用熱源機器として総合的にメリットのある省エネルギのあり

方を検討し,併せて,省エネルギを図った新形吸収式冷†温水

ユニット(Eシリーズ)を紹介する｡
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臣l 吸収式冷温水ユニットの省エネルギの構想

吸収式冷温水ユニットは,夏季の冷房にも冬季の暖房にも

使用されるため､年間運転時間が良く,また都市ガス(あるい

は灯油)などの高級な燃料を使用しているので,省エネルギ効

果の大きい機種といえる｡

我々は,次に述べるような検討の結果,l吸収式冷i且水ユニ

ットの省エネルギが有効であるために,

(1)年間平均15%の効率向上

(2)機器の大形化(価格上昇)を伴わないこと

を目標とすることにした｡

‥般に空調用熱源として使用される機器では,使用条件が

多様であるため,わずかな比率の省エネルギでは,運転条件

や費用算定方法による差が大きく,ユーザーからその利点を

認められないことが多い｡また在来技術のまま省エネルギを

図ると,かなりの機器大形化(価格上昇)を伴うが,この場合

は,省エネルギが総合的に有利であるかどうかの判断が困弓推

になるという難点がある｡

図1は,以上の検討のため,幾つかの事例からまとめたエ

ネルギ賛と機器価格の関係を比べたものである｡これによる

と,1年間のエネルギ賛は機器価格の%(大容量)～%(′ト容量)

であるから,15%の効率向上による節i成の効果は,ユー･サー

から積極的な評価を′受けるのに十分といえる｡

また,我々の試算では,在来技術のまま10～20%の効率向

上を図ると,機器は20～40%大形化する｡これに伴う価格上

昇はかなり大きなものとなり,図1のようなエネルギ費と機

器価格の関係では,省エネルギを総合的に有利なものとする

ことは困難と思われる｡

以上の検討から,｢機器大形化による省エネルギ+でなく,

｢新技術開発による省エネルギ+で｢機器大府化を伴わない範囲

での最大限の省エネルギ+の実現を図ることにした｡既に述べ

*
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省エネルギ15%による節減=年)

エネルギ費(1年)

運転条件

夏季500時間 冬季470時間

負荷率50%

大容量捜 小容量機
(500RT) (100RT)

図l 実例に基づく省エネルギ効果の試算 省エネルギの効果は,も

し機器大形化などのマイナス効果を伴わなければ十分有効な水準にある｡

た目標は,このような観点から決て左したものである｡

田 吸収式冷温水ユニットの構成

l吸収式冷i且水ユニットに採用されている二重効用サイクル

について説明し,併せて簡単に機器の構成に触れる｡

吸収式冷i束サイクルは図2に示すように,蒸発器①,l吸収

器②,再生器③,凝縮器(重から成っている｡蒸発器で蒸発し

た低圧の吟味ガス⑤は,冷却水によって低い温度(400c程度)

に冷却されている溶液(軌二よって吸収される｡溶液は,ここ

から再生器に送られ,高し､i且度の熱源(1000c程度)によって加

熱され,吸収器に比べ数倍の圧力で冷媒ガス⑦を放出する｡

この過程は,冷媒ガスを圧縮機で圧縮した場合と同じ作用を

持っていることになる｡二の冷蝶=ガスは,?疑縮書芸で冷却きれ

て液化し,蒸発器にもどされる｡冷媒液(軌ま蒸発器で蒸発し,

大きな潜熱を取り去り,冷?束作用を発揮する｡

吸収式i令温水ユニットでは,この吸収冷†東サイクルに,図

3に示すように燃焼ガスによって加熱され,i容液(約1500c)か

ら冷媒ガスを分維する高温再生器(卦を更に追加したものであ

って,高塩再生器で分離された冷媒ガス⑲は,図2のサイク

ルで述べた再生器(以下,低音且再生器と呼ぶ)の加熱に使われ

て凝縮し,液化冷媒となって蒸発器に送られる｡外部から加

えられた熱量は,高温再生器と低i且再生器の加熱に二J空利用

されているため二重効用サイクルと呼ばれ,図2のサイクル

に比べて熱効率が高い｡なお,熱効率向上のため熱交換器⑪

と⑲が設けられている｡

田 新形吸収式冷温水ユニット(Eシリーズ)の構想

既に述べたように,省エネルギとともに,小形化や運転性

改善も,吸収式冷温水ユニットについて特に強･く要請されて

いることである｡これらを取r)入れ,新形吸収式冷i温水ユニ

ット(Eシリーズ)について,次のような構想をまとめた｡

(1)省エネルギ

年間平均15%の効率向上を,冷房期だけで図るとすると30

12
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区12 吸収式冷凍サイクル 吸収式冷温水ユニットに採用されている二

重効用冷凍サイクルの原理と構成について模型的に示してある｡

⑨高温再生器
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冷
却
水

吸収器

⑲熱交換器

⑲冷媒ガス

J-燃料

器楯凝

拇展細水

冷
却
水

器発蒸
冷水

図3 二重効用サイクル ニ重効用サイクルを,基本的な吸収冷凍サイ

クル(図2)と対比Lて示す｡溶;轟から冷媒ガスを分離する高温再生器が追加さ

れており,熟効睾が高い｡

%もの冷房期の効率向上が必要となり,技術的,あるいは経

済的(極度の大形化)に困難なことが予想される｡また,暖房

では,単に燃焼オースからき且水に熱を伝送しているだけである

ので,効率の｢呂J上には限度(10%強)がある｡これらの諸点を

検討して効率向上は,冷房期20%,暖房期10%とすることに

した｡

(2)小形軽量化

従来のq及収式冷温水ユニットは,吸収式冷i束機の機側に,

ビル暖房用として一般に用いられているボイラとほぼ同じ大

きさの熱源機器(高i且再生器)を並置した構成であるため.ビ

ル設備機器のなかでは,著しく大形である｡小容量の機種を
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除いて,一休としての輸送､搬入ができないだけでなく,機

械宅の階高や広さに特別な要求がいることも多い｡一体で運

搬でき,また設置スペースで問題がない大きさとしては今ま

での実績から,従来の[吸収士℃冷?東機(蒸気加熱卜･垂効用)の

大きさがその目安となる｡ニのためには,従求に比べ(特に幅

方向の寸法を)40%程度小形化する必要がある｡

(3)運転性の向上

立上l川引間の短縮,運転範囲の拡大など,従来から強く要

望されてし､るものについて,その実硯を図ることにした｡

(a)一己答性の改善(立上l川寺間の短縮)

吸収式冷i束サイクルでは,負荷条件に応じて溶液の濃度が

変化L,冷i束能力を調節している｡このため,溶液を濃縮,

希釈するのに必要な熱量が‥種の熱容量として作用し,応答

時間はかなり長くなっている｡吸収式冷卓見水ユニットでは,

機器が‾人形で溶液の保有量が多いため,応答時間は更に長く

なり30～45分程度になり,また立上り時間や,停止後の溶液

の希釈でも同じ時間が必要である｡運転取扱い上で不自然で

なく,また空調側の熟容量による一打答に比べてあまり長くな

い程度に抑えるためには,応答時間を15分程度に知縮するこ

とが望ましい｡

(b)運転範囲の拡大

口及収式冷盲点水ユニットは,設計点より著しくイ氏い冷却水i温

度と比較的高い冷水子息度で運転される場合,冷媒ポンプがキ

ャビテーションし,これが運転可能な範囲をf央めている｡従

来は,冷却水温度約220c,冷水温度(入【+)128cをその限界と

しており,通常の運転では問題はなかったが,過渡的に発･

停暗など冷水卓見度が高いときには余裕が少ない｡この範岡を

更に約58c上Lげて,十分な余裕を持たせることにする｡

(c) そ の 他

結晶のしにくさや,高i昆再生器の圧力が低いことなどにつ

し､て,要望きれてし-ることを実現することにした｡その内谷

につし､ては,7.(特長の章)で説明する｡

B 省エネルギ,小形化及び遷幸云性向上のために採用

した新技術

小形化と省エネルギを両立させるために,多くの新Lい柁

術が開発された｡その主なものについて説明する｡

(1)寸巨列フローの採用

二重効用サイクルで,[吸収器から二つの再牛音詩に溶液を送

るフローとして,一般には図4に示す点線で表わすように,

高温再牛器からイ氏塩再生器に両列に送る方法(直列フローと呼

ぶことにする)が採用されてし､る｡これに対して,我々は,同

同に示す実線のように二つの再生器に並列にi容液を送るフロ【

を採用している｡直列フローに比べて,高i昆再生器に送られ

る溶液の量が約%となるため,溶液の温度上昇に必要な熱量

が小さくてよく,効率向__l一二に有利なサイクルである｡

また,直列サイクルでは,高i且再生器から低i且再生器に溶

液を重力で送っているので,高温再生器が低温再生器の上側

になければならない｡並列フローでは,それぞれ別の系統で

溶液を送っているのでこのような制約がなく,本体の下部の

空間に配置することができるので,幅方向の寸法を大幅に縮

減できる｡

(2)高温再生器の効率r告J上

高温再生器は図5に示すように,燃焼ガスが液冷璧に固ま

れた胴内を一方向に通-)抜ける単純な構造とし,放熱損失を

極力小さくした｡また,ガス側の伝熱面積を大きくとれるの

で,排ガス温度を従来に比べ70qC低くして,熟匝1収と効率の

吸収器

低温

再生幕

ノー‾--ヽ

′ ＼

′ ヽ

/ ＼

高温再生器

並列フロー

__J

図4 並列フローと直列フロー 溶液供給の二つの方法を示している｡

我々は並列フローを採用Lているが,熱効率などの点で有利である｡

†
放熱損失極小

レ(スで全体が液冷壁
となっている｡

一◆
排ガス温度

(700c低下Lている｡)

バーナ 燃焼室 溶液

図5 高温再生器 高温再生器は単純な構造とし∴放熱損失を極力小さく

L,かつ従来に比ペ排ガス温度を低くLて,熱回収及び熱効率の向上を図った｡

lJ小上二を図った｡

(3)冷i束サイクルと機器配置

図6に示すように新しい方式を開発した｡従来方式(図7)

と比べ,蒸発器.1吸収器,再生器及び凝縮器の配置が,全く

新Lい方式になったこと,ラ容子夜循環ポンプがイ氏子息側熱交換器

の出Uに置かれていること,及び†容液スプレJ‾日の専用ボンフロ

が設けられたことが主な変更点である｡

図8は,本体胴内のチューブ群の配置を,従来のものと比

較Lたものであって,新しい配置では,冷媒ガスの通路とし

て必要なスペ【スが小さくてよいため,胴内でチューブ群の

占めている体積の比率が大きく,小形化のために有利な構造

であることが分かる｡

(4)新しい暖房サイクルの開発

冷暖房の切換が,低i且の冷媒系統にある1個のバルブだけ

でよし､,新しし､暖房サイクル(図9)を開発した｡これまで知

られているいずれの暖房サイクルでも必要とされた高音息のi容

液,あるいは蒸気系統に高気密の閉止弁が不要となったのは

大きな改良といえる｡

田 新形吸1扱式冷温水ユニットの製品化

以上に述べた構想に基づいて開発された技術を取r)入れ,

新形吸収式冷温水ユニット(HAUF形Eシリーズ)を製品化し
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溶液循環ポンプ 高温側熱交換器

溶液スプレイポンプ

注:⊂]冷媒
[:ヨ濃溶液
囚希溶液

図6 冷房サイクル(新形) 新形機の冷房サイクルを示す｡図了の従来

形(日立製作所製晶)に比べて多くの新Lい構想が組み込まれている｡

凝楯器

低温再生器

冷 水

冷却水

蒸発器

吸収器

冷媒ポンプ 溶液ポンプ

高温側

温水器

熟交換器

高温草生器

低温倒熱交換器

図7 冷房サイクル(従来形) 従来形のものを示す｡蒸発器,吸収器,

再生器,凝縮器の配置が新方式(匡16)のものと全く異なる｡

た｡冷i東谷量100～700USRT(米国冷i東トン)の範囲を10機種

で標準化しており,その仕様を表1に,外観を図10に示す｡

また,冷房時と暖房時の､全員荷から最小負荷までの性能を

図l】に示す｡

也 特 長

省エネルギ,小形化に併せて,)重転性の面での多くの特長

を持った製品とすることができたので,その主なものを紹介

する｡

(1)省エネルギ

冷房で20%,暖房で10%,効率が向上しているので,年間

を通じて,大きなエネルギ(燃料消費量)節i成となる｡

図12は,従来形との燃料消費量の比較であって,年間を平均

14

新 型

注:■lチューブ群を示す0

従来型

区18 胴内でチューフて評の占める割合の比重較 新形のほうがスペース

ファクタが良くなっており小形化されていることが分･かる｡両者は同一相尺で

示してある｡

凝縮器

生器

高温再生器

温水
吸収器

冷媒ポンプ 溶液循環ポンプ

注:[コ冷 媒

E≡ヨ混浴液
匠≡∃希溶液
国中間溶液

図9 暖房サイクル 切換弁が低温側=圃だけであるのが従来になかった

特長である｡

して,1/1.15に節i成できることを示している｡

既に,構想段階で非採用とした従来形の冷凍サイクル側の

機器を大形化して,省エネルギを閉ったもの(在来形省エネル

ギと呼ぶことにする)についても併せて比較した｡この場合,

機器の著しい人形化を招くため,効率向上は25%程度が限界

である｡ニの方法は冬季(暖房期)の効率は改善されていない

ので,後に述べる図13にみられるように著しい大形化を伴う

にもかかわらず,年間の必要エネルギは,我々の採用した方

式に比べてやや多く,我々の構想が正しかったことを示して

いる｡

(2)小形軽量化

大きさ,重量とも約40%i成少し,大幅に小形軽量化するこ

とができた｡図13は従来形との大きさの比較である｡幅,高

さ,寸法とも従来の輸送上の分割単位と同等以下であり,輸

送,搬入及び機械室のスペースについての問題は全く解決さ

れたと考えている｡
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表l 標準仕様表 10D～700USRTを10機種で標準化Lている｡

形 式 HAU F【10E l F-IIE F-12E F-13E F-】4E F-15E F-16E F【17E F-16E F-19E

暖 房 容 量 USRT gO 100 l】0 125 135 150 E180 ZOO 2Z5 250 Z了0 300 360

1210､

6

400

川ヨ

7

450 500 540 600 630 了00

暖 房 容 量 kcal/h

OC

303×103 378×103 454〉く103 605×103 755)く103 908X川:寸

6 7

1510×103 柑15×川J 2120■東103

′令

水

l冷 水 出 口 温 度 6 7 6 7 6 7 617 6 7 6 7 6

327

ll

l了

363

13.5

6

381

7

流 量 mりh 54.5 60.5
】

66.7 75.6 8l.7 90.8 109
l121

136 151 163.5 はl.5 218 242 27Z 302 424

圧 力 損 失 mAq 7.0!8.5 7.D 8.5
l

7.0 8.5 6.5 7.0
l

6.5 8.5 6.5 8.5 6 7 ll 13,5

+Lし+三⊥
300接続配管口径

ス 数

A =〕0 100 tOロ 125 150 150 200

3

ZOO 250

5 5 5 4 5 4 3 3 3

ノ令

却

水

温 度 条 件 □C 入口32 出口37

〉充 量 mりh 95 105

…い3･
142 】57 190lz10

237 Z63 Z85 315 380 420 475 525 567 630
662芦

735

圧 力 損 失 mAq 8.0 い2･5柑･0
■12･5 巳■0.012.5 8.0 10.0 10.0 12,5 10.0 事2.5 g.0 li.0 6.0 7.0 6.8 7.0 6.0 7.0

r 接 続 配 管 口 径 A 125 125 125 150 ZOO ZOO Z50 250 300 300

【
ス 数 5 5 5 4 5 1 4 3 2 Z 2

温

水

電

力

温 度 条 件 dc 入口55 出口60

)売
量 r¶りh 60.5

1

75.6 90.8. lZl 15l 18l.51 242
】

302 363 424

圧 力 損 失 mAq 4.5 4･5 言 4･5 3.5 4,5 4.5 4.0 3.0 3.0 3.0

接 続 配 管 口 径 A =25) =25)
r

=25) (150) (200) (ZOO) (Z50) (250) (300) (300)

ス 致 5 5 5 4 5 4 3 2 2 Z

電源容i(280/■228〉･50′′60Hz3≠)kVA 12 IZ 15 15 17 19 Z5 25 35 35

溶 液 ボ ン フ kW

kW

0.6十Il 0.61-1l l.1＋2.Z l.1＋2.2 llト2.2 ll÷2.Z l.1＋2,Z l.1十2.Z l.1十3.6 -.1＋3.6

ノ令 媒 ボ ン フ 0,28 0.28 0.28 0.28 0.6□ 0.60 ll ll ll lI

真 空 ポ ン プ kW 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

フ ァ ン kW

Nm3/h(冷)

Nmりh(嘆)

8.75 8.75 0.75 0.了5 l.5

･主㌻‾て‾‾･忘

2.2 2.2 Z.Z 3.7 3.7

ガ

ス

最大消費量

(高位発熱量

5′080kcal/Nm=1の場合)

!63 70

77l87.5
95 105 t27i川0 189 Z10 252 280 315 350 378 420 44】 490

! 75 g4 lZO 149 187 236 298 373 450 5Z5

接 素売 口 往 B 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3

標 準 ガ ス 庄 mmAq 100 100 100 100 gOO 900 900 gOO 900 98()

排 気 ガ ス 接 続 mm ;360X380 360)､380 360×380 360X380 5DOX500 500×500
l

6()0×600 600×600 700×700 了00×700

器生再温良一 器縮凝
操作盤

低温熱交換器

･､､､深､γ､VW三才も′仰サ抑叩､1八¶渋狩
丁ごだア召物銘-

吸
､≦､訟鶉≦義言∧､姦策涙金

書

:､…発､実′′こ;‥ニ;盛挙

､;､∨山≦､む､､

′詰責旨義之聖≦ミぎ1､こ:′Lこ桝

､ぎ
l､ハ

表;主J

､､'うLて…諾要撃姦で毒､､

ン､広東意志ど三､〟ん㌫桑や､
巡盗鎚遠鼠j蔽駁姦≡ぷご;

もー､∨Ⅶ
∨"､姦く

炭訟琵､:…ミミ憑､仙_

闇沿

高温熱交換器

､主ナ､

器収

図川 j令温水ユニット(HAUF形Eシリーズ) HAUト13Eの外観を示

した｡このシリーズは,冷凍容量柑0～700USRT(米国冷凍トン)の範囲を柑磯

種で標準化Lている｡

(3)結晶が生じにくいこと
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【一般に吸収式冷i東機で溶液の濃度が異常に高くなると,低

i且側熱交換器で結晶を生ずるおそれがある｡

我々の採用している並列フローでは,高温再生器からもど 図Il特性曲線 低容量でも,効率が低下Lないことが如､る｡

るi容液と,より濃度の低い低i温再生器からもどる溶液とがi昆

15
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新形冷温水ユニット(Eシlトズ)

従 来 形

従来形省エネルギ

運転条件

500RT 夏季500時間

冬季470時間 負荷率50%

8901,000

M kcal/年

図12 年間必要エネルギ 従来形で冷凍サイクル関係の部分を大形化し

た省エネルギに比べて,必要エネルギの面でも優位である｡

従来省エネルギ

%

時刻
PM

何

冷

凍
能
力

入口水温条件

冷 水16bc

冷却水 200c

工芸却歪去………

Ⅰ‡順間

･

-
仙

順

従 来 形

(Dシリーズ) /
＋

幅一--

(300RTについて比較)

図13 小形化 従来横に比べて大幅に幅方向寸法が小さくなっている｡ま

た,従来形のサイズ アップLた省エネルギは,寸)去がかなり大きなものになる｡

合して低?温側熱交換器に人るため,二つの再生器で直列に?農

縮される直列フローに比べ,i容子夜濃度がイ氏く結晶が起こりに

くい｡更に,我々は,熱交換器で局所的に過i令却されること

が,結晶発生を促進させていることを突き止めこの要因を,

熱交換器の構造改良によって除去し,全く結晶発生の心配が

ないもグ)とすることができた｡

(4)高ま昆再生器の動作圧力が低いこと

吸収式冷温水ユニットの高i温再生器は,真空で動作しなけ

ればならないという制約を受けている｡我々の採用している

並列フローでは,低温再生音削こ供給される音容液の温度,濃度

が低いので,これを加熱する高温発生器からの冷媒蒸気の圧

力が低くてよい｡更に,高子見再生器へラ容液を送っている溶液

循環ポンプの吐出し庄も低くなっているため,もし何らかの

異常で高温再生器の圧力が上昇し始めると,送液量が減少し,

再生器内の圧力を下げる方向に動作する｡このため,高子且再

生器の圧力は絶対に大気圧を超えないようになっている｡

(5)広い運転範囲と通い応答性

'冷水i且度,冷却水i且度が広範に変化しても安定して追随で

き,また負荷変動に対する応答も速い｡図14は,負荷と水i孟

をいろいろ変えた場合の応答を示す運転記王様であり,極めて

16

50%100% 負荷設定

50% 100% 冷凍能力

区】14 運転条件の変化に対する追随性 運転の自動記錦を示す｡応答

が速いことが分かる｡

速く追随していることが分かる｡また設計点に比べて低い冷

却水卓見度と設計点に比べて高い冷水子息度とし-う条件では,冷

媒ポンプがキャビテ【ションを生じ運転できなくなることが

あるが,同図中には冷却水温度200c,冷水温度16qCで安定に

運転されていることが示されており,実際に起こり得るすべ

ての条件でキャビテーションは生じないものと考えてよい｡

(6)立上り時間の短縮

応答性の改善に伴って,図14の運転記≦録にみられるように

立Ⅰ二り時間,希釈時間とも15分程度になっている｡

6】 結 音

大幅な省エネルギ(年間平均15%効率向上)と省資源(40%小

形化)を両立させた新形吸収式冷温水ユニット(Eシリーズ)を

製品化した｡Eシリーズは,運転性でも,立上り時間の短縮,

結晶しにくさ,高温再生器圧力の許容限界に対する余裕が大

きいこと,冷却水,冷水卓見度の応範な変化や負荷の変動に対

しても安定して;重転できることなど,優れた特長をもってお

r),空調用熱源の改良に大いに貢献するものと期待している｡

この成果は,実際の運転条件に即した省エネルギの効果を調

べ,適切な目標値を設定し.更にそのために必要な技術を開

発するという過程で生み出されたものであり,今後,他の大

形冷凍機についても同様の手順で効果的な省エネルギを図っ

ていきたいと考えている｡




